
高 1国語 

オンライン授業の実施について 
 

 

保護者の皆様 

 

 いつもお世話になっております。一斉メールでもご案内いたしました通り、「高１国語」
クラスも４月度の 2 回の授業をオンラインにて実施することとなりました。オンラインで
の受講は、おそらく多くのお子様に取って初めての経験かと存じます。対面式での授業とは
異なる部分もございますが、できる限り普段の授業に近付け、お子様が楽しく学習に参加で
きる機会を弊校で引き続き提供できればと考えております。ご家庭の方々にご協力をお願
いする部分もあるかと存じますが、どうぞ引き続きよろしくお願いいたします。 

 

担当 山谷 

 

 なお、オンラインでの授業実施にあたり、「高１国語」では講義形式でノートを取りなが
らの授業を行う予定でございます。そのため、授業前には以下のご準備をお願いいたします。 
また、添付の PDFについては、印刷は必須ではございません。携帯電話等の小さい画面で
授業を受けられる方は、印刷または事前にノートにメモしておくなどすると、取組みやすい
かと思いますのでご活用ください。 

 

 

【授業で使用するもの】 

筆記用具、ノート等書き込みができるもの 
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「いますがり」の未然形
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「居る」の命令形
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「をり」の連体形
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「来」の未然形

「おはす」の連体形

「蹴る」の連用形

「死ぬ」の已然形

「あり」の連体形

「見る」の連用形
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-2一次の動詞を例にならって、指定された活用形に活用してひらがなで答えよ。
例
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（各4点1132点）

田次の動詞について（にならって活用表を完成させよ。（完答各4点1124点） Eli
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行きて火ともしで来よ。（「宇治拾遺物語
j
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旦次の各文中の

（この尻（蹴る）。

〈力行下一段活用・命令形〉

,1, 
0ここにて命を断たんこといたはしければ、（助く）なり。（「涌島太郎」 ）

〈力行下二段活用・連体形〉

切やすらかに読みたるこそ、あれがやうに何時の世にあらむと（おぽゆ）
0

（「枕れ子」）

〈ヤ行下二段活用・巳然形〉

③いといみじう騒ぎののしりて門さしつ。（死ぬ）なりけり。（「大和物語
J)

〈ナ行変格活用・連体形〉

＇、
4 あだなりと名にこそ（立つ）れ桜花年にまれなる人も待ちけり（「古今机
J)

〈夕行四段活用・已然形〉

⑭次の各文中の傍線部の動詞の活用表を、園にならって完成させよ。

①|R| •朝に死にタベに生まるるならひ、ただ水の泡にぞ似たりける0(r
徒然給

j)

） 

a|-4| ＼ 

・見れば、率て来し女もなし。足ずりをして泣けどもかひなし。（「伊勢物語
J)

ぃ7

．をる人だにたはやすく見るまじきものを…（ 「竹取物語
J)

）内の動詞の墓本形を、例にならい〈

（完答各4点1128点）

（各4点1116点

〉内の指示に従って活用して答えよ。
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冗]次の各文中の傍線部の動詞の活用表を、（にならって完成させよ。
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いたはしければ、助くるなりo(「浦島太郎
j)
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•かしこにこそ人は見え侍りけれ。(「9f治拾近物晶J)

み・』1

・親王達と．． ，いはむにも足りぬべし0(「源氏物郎叩
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・起きもせず税もせで夜を明かしては朴のものとてながめ牲らしつ（「伊勢物語」）

（完笞各6点1160点）
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-2一次の各文中の傍線部の動詞について、ここでの活用形を漢字で、その終止形をひらがなで答えよ。

①R. ・（盗人は）抜き取りてある髪とを奪ひ取りて、下り走りて逃げて街ばけり。（ 「今行物語集」 ）

③’ 

・（月は）山の端もなくて、海の中よりぞ団で来るo(「土佐日記
j)

かあS

・狩りくらしたなばたつめに宿借らむ天の河原に我は来にけり（「伊勢物語
J)

e v| ・男かき消ちて見えずなりにければ、

一の巻よりして、人もまじらず、几帳のうちにうち臥して引き

やはら歩み掃りて、坊のもと近く行きて、「人やある」と、店やか
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・年経れば齢は老いぬしかはあれど花をし見れば物思ひもなし（ 「古今和歌集
j)

⑨ 
宵過ぐるほどにおはしましぬ。（「源氏物語」 ）
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に呼びければ、坊より小法師走り来にけり。（「宇治拾遺物語
j)

⑤ 出でつつ見る心地、后の位も何にかはせむ。（「更級日記
j

心も制ず、心もとなく思ふ「源氏
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（完答各4点1140点）


